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234@　　　　　　　　　迦
　　　　　　　　　　　有名な三つの微光星
　　　　　　　ヰルソン山天文肇員アドリアン・ヴァン・マ1ネン博士
臓の瑚現今・我猷陽系から33光年舳の騨にある星として・約125齢知ら
れ鋸る・此の圖は沖心よりの躍を太陽からの驚の騨砒例して・之礁の星を
描いたものである。
瀦註・個・の星の「絶樹光度」（星の直径ではなく・本勅鍛を表はす）は・圏中の
鮎の種・彫で・燃指示されて居る・例へばヴエガは，ア1ハウルよb本來は明る
し・然し・グエガの直緻ま・iクトウ・レの10分の1以下であり・直裡は約2300醜（37。。
t2h ?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　16h
隙ロ）である・此の岡で用ひ備ノミでは・1噂の直裡が・約25納三L’P　t．　147兆哩（23・兆
キロ）を表はす・轍備尺では・ア1クけノレは・直裡1吋の430萬分の1（・物・7，物
の1）以下の黒占で表はさねばならぬカ’ら・最も勤な超鰍鏡でも全く調出Mミない大さで
ある．
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露出時間さへ長くすれば，天掃射質は，どれも，これも，何千といふ微光星
が見られる．大多数の之等の微光星は，本統は吾々が一瞥して想像する程に微
光なものではなくて，／i狸撚ながら極めて遠方にあるため，微光に見えるのであ
る．然し，之等の何千といふ星の中に，．本数に微光なものが在るといふ場合を
考へて見よう，此のやうな星を全く認める爲には，吾々に比較的接近してみる
ことが必要である．帥座に此の特別な天与を撰び出すのは不可能と思はれる
が・其の「固有運動」を知って，見つける事が出血る．太陽や月や，遊星，彗
星の如く，日k天冠上の位置が攣る天北に比較して，恒星は「恒久的」なもの
と呼ばれるが，例へ位置の融化が小さくとも，幾分の輪番を示す以上，嚴密に
言へば，此の恒星といふ語は不適當である．1717年，2Pち今から2世紀漏り以
前に，バリ氏は，シリウス，ア1クトウル，アルデバランの3つの明るい恒星
が，トレミ1時代（西暦前約150年頃以來，其の位置を攣へた事を素見した．其
の後，天文器械の丁重，殊に鮫膚術の探用によって，更に多くの恒星は其の位
置を攣へた事が誰された．斯くて，今や凡ての星は，何世紀とかからなくとも
長年の内には，極めて少しではあるが，大多数の場合，所謂「固有運動」に依
って，移動を示し，それがはっきりと運動する事が認められて居る．又，大移
動をする墨は，殆んど常に，吾々に比較的近い星である事が縁る．從って，今
までにも，重要な固有運動星は，屡々覗差の測定（帥ち星の距離の測定）のた
めに選ばれた．
　現在知られて居る中の，最：も大きい固有運動をする星は，1916年にヤ1キ！
ス天引墓のパ1ナ1ド教授が獲嚇したものである．此の星の運動は年に10秒角
以上であるから，月の直径ほどの角距離を運動するのに只の約2世紀掛るに過
ぎない．此の星の距離は，数名の天文學者の測定に依れば，約6光年である．
　猫國ハイデルベルヒ天文豪の故マクス・ラルフ教授は，可成りの固有運動を
示す数多の微光星を含む目録を出版した．此の内，藪個の星の距離は，最近に
ヰルソン山天文毫のヴァン・マiネンに依って測定された．距離が一旦知れる
と・星の實光度と，他の星や太陽の實光度と比較が出下るのである．
　現在，天文學上，普通に採用されて居る標準距離は，1秒の10分の1の覗差を
示す星の距離である．此の距離は，32．6光年，即ち，約192兆哩（310兆キロ）で
ある．試みに此の距離に，我が明るh太陽をおくと，晴れた月夜に肉眼で見え
る最微光星（約5等星）と同様に見える筈である．又，此の距離にバ1ナ1ド
星があるとすれば，其れは13等級以下の微光星に見える筈である．之によって
バ1ナiド星は太陽よりも微光で，僅か其の2500分前1の明るさを放つ8．5等星
であるのが鐸る．1917年にヴァン・マ！ネンが二見した一つの星は，之れ以上
の微光星である．絶封光度が14．3等で，太陽の光の約6000分の1の明るさを放つ
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てるるに過ぎない．明るいプロシオン星の伴星は・伺甘貝れ以下の微光星であ
る．然し，髄ヴァン・マli・ンは，繹ま光度16・5等とい硬にそれ以下のit
くべき微光な“ラルフ359番”と呼去遅の覗差を測定しf・・IS｛の星斗大証太陽
の50，000分の1の鵬さ対しか遊舷たな、・・加が・現在知られて居るX
微光星である．
以下，之等の微光三二の物理鰍態を誌して見よう・近年に至って・職導
Xは，光の融光度と質量との間iC・普遍自肱關係（鍍が大なれ噸細大
となる）を確立した．之に慷れば・パ1ナ1ド・ヴァン’マ1ネン及びラルフ等
直面した3星の質量は，各・・太P易の5分の1・7分置1及び10分の1となる遭
量よりも一層注目に値するのは，此の3星の大きさである・吾kは3星が放出し
た光の全量を知ってみる．それで，星の表面の一平方吋から放出された光を知
って，此等の星の大きさの計算が乱言る・殊に・最近10ケ年間・此うした必興
なディタが與へられて來たのである・之に三って・3星の直径は各々太陽の6分
の1，140分の1及び25分の1である・換冒すれば・直径の勲ではバ；ナ1ド星は
木星よりも可成り大きく，ラルフ星は天王星位で，ヴァン・マ！ネン星は地球
より小さV・事に＝なる！
　然レ，最も注屈すべき結果は，質量と大きさを知って，星の李均密度を計算
すると課る．地球のzp均密度はフkの5・5倍・太陽のは1・4倍である・と～二うが，
パ1ナ1ド星は水の約100倍・ラルフ星は藪百倍となり・ヴァン●マ1ネン星は
400，000倍となるから，此の星の物質の組織は一一立方吋につき約7噸の重量があ
るわけである．
　勲年前，斯様な驚嘆すべき密度は不合理に思はれた．地球上の化學元素は，
どれも，斯様に重量がない事が言二って居る。然し，物理學者に言はしむれば，
電子の質量はフkの約300億倍・叉・プロ｝．ンは尚ほそれ以上であると言ふ．故
に，懸りに電子から原子を剥ぎとる事が出來るとすれば・電子と核をぎっしり
詰めこんで，恒星に見出されるやうな密度とすることも中洲・尚・その上，多
くの室間が残せるのである・叉・理論的考察鰍れば，之等の躍囎通斜
度と墜力とによって，丁度此の原子から電子が剥ぎとられ得る状態となってみ
ることが絶つた．それで，上記の二字が不合理であると老へる理由は毛頭ない
のである．其の上，全く違った方法であるが・藪年前の事，シリウスの極めて
小さい伴星は，水の約5萬倍の密度があるとアダムス博士に依って謹明された．
　星の中に稜見される極端な事柄について，樹ほ2～3語附言する．今日，既知
の最微光星は太陽の5萬分の1の明るさを呈する．かの明るV・アンタ1レス星
は，太陽の約4，000倍の明るさを放ち，他の星もf占」ぼ其以上幾分か明るい．ア
ンタ！レスの直径は，数年前・ピ1ズ博士が測定したが・結果は太陽の480倍
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であった．アンタ1レスの質量は太陽の約30倍，密度は水の大腿300萬分目1で
ある．僅か乍ら此れ以上質量のある星も数個見受けるが，太陽の質量の100倍
以上の貴例は知らなV、．それ故に，質量の女心は寧ろ限定されて，太陽の質量
の10分の1から，恐らく100倍までである．星から放つ光の量の範園は，莫大な
もので，彫るものは，多分太陽の2萬倍を放つが，他のものは50，000分の1以上
は放たない．密度ば尚ほ一層範園が大で，最も稀薄な星は，水の僅か300萬分
の1の雫均密度であるのに，既知の最も濃厚な星は水の40萬倍の重さがある．
　　　　　　　　　　　　　　　　（A．S．　P．　Leaflet　25）　（佐登見言劉
　　　　　　　　　　街の天文家が『歳差儀』を作る
　南天にのみ許された美観，そして南極星の代りとなって南を族行く人々に方
角を指示してみる室の十字架「南十字星」も今・を去ること2600年前，皇紀元年
頃には日本内地の何所からでも仰ぐことが出來たのである．叉其の頃には今日
我々が北極星として眺めてみる星は北極より随分遠くにあり，毎日大きな圓を
書いて動いてをつて，北極星と呼べない星であった．然らば此の様に長期間に：
わたってとは云へ，悠久不攣と云はれて居る天室に，斯程の大意動が起るその
原因は何か？
　地球は自韓，公縛の二蓮動を持つ事は既に一般常識である．ところが，地球
は事々であり，月や太陽から働く引力の方向が地球赤道面と或る角度を保つ爲
め，力學的な不準衡が起って23度牛傾き乍ら公韓してみるが，その傾きが年々
少しつつ攣って來る，丁度勲爵が廻り乍ら，そ7）軸をフラフラさすのと同じ現
象である．之を地球の歳差運動と云ふ．煎述の星の移蒋等は此の蓮動の爲なの
である．歳差の週期は25800年であって，吾々人間の一生位では殆ど氣付く事
は出超ないが，現在北極星として見る星は，嚴密に云へば，北極より約1度2分
離れてみるのであって，之は200年後には高温運動の爲め，名實共に北極星と
なり，1000年後には再び其の資格を失ふのである．
　かく興味深い現象を見せる此の蓮動も，一般の人々には言葉だけの設明では
理解し難く，天：文ファンを困らせてをつたが，之を遺憾に思った吾が天文協會
の山形武夫氏は歳差運動の實例を示す，EPち模型といふ黙に着眼し，昨年12月
初めから仕事の合間を見て，之の製作に掛って居たが，去る一月17日途に歳差
運動模型が完成した．高さ2尺6寸，幅1尺四角程の立方醜状で，上に北打球，
下に南牛球の星座表を貼付し，地球儀が廻ると共に指針が重婚1000年の目盛を
刻み込んだ星座表を廻って，何年後には，どの場所へ來るといふ事が一目瞭然
とするもので，我國天文界に始めて詣り出された．此の模型が活用されれば・
三明も仕易く，魏く方も判りよく，天文普及上大きな進歩とV・ふべきで，學校
教材の資料としても亦好適のものであらう。省，山形氏は之を試作品『小型歳
差儀』と名付け，更に大きなものを製作しようと目下大ハリキリである．
